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◯はじめに
　新潟県では、令和元年度から、全国トップクラスの健康寿命を目指す「健康立県」の
実現に向け、生きがい・幸福度を軸に５つのテーマで県民運動を展開しております。
テーマのひとつである「デンタルケア」では、キャッチフレーズを「あなたのための、歯
のプロを。」とし、かかりつけ歯科医を持ち、定期的な歯科健診を行うことの必要性等を
広く知ってもらうために取組を進めてきたところです。
　その一環として、令和元年度から令和３年度にかけて「おとなのデンタルヘルスサポー
ト事業」と題したモデル事業を、大学や専門学校で実施して参りました。

　本事業では、主に歯科健診や歯科保健指導を行い、青少年期の歯周病予防に効果
的なアプローチ方法を検証しました。新型コロナウイルス感染症の影響下では、質問紙
による歯科健診プログラム（生活歯援プログラム）や SNS を活用するなど、各校の実
情に合わせて様々な工夫を凝らした歯科保健の取組を実施し、事例を積み重ねてきたとこ
ろです。本報告書は、各校で取り組んだ事例に加え、現場の学生や先生方の声等も含
めてまとめたものとなります。

　心と体の健康を保ち、豊かな毎日を送るためには、よく噛んで美味しく食事ができること
が必要不可欠です。そのためにも若い世代からの歯と口の健康の維持、良い口腔衛生
習慣の定着は無くてはならないものですが、専門学生や大学生になると、個人の努力に
任されてしまうのが現状です。

　特に、社会に人材を送り出す直前の教育の場であるからこそ、専門学校や大学におい
て本書を御活用いただき、学生の健康づくりに取り組む一助となれば幸いです。
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◯新潟県の歯科保健の現状と課題
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 事業の概要（大学・専門学校への支援モデル事業） 
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歯と口の健康づくりに関する取組みの実態
県内大学・専門学校における

歯科検診

歯科保健

身体活動・運動

栄養・食生活

メンタルヘルス

喫煙

飲酒
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啓発的な講演会等の開催
教職員に対する研修
SNSの活用
その他
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現状よりも強化・充実 現状を維持
現状よりも縮小 取り組む予定なし
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37％
49％

現状よりも強化・充実 現状を維持
現状よりも縮小 取り組む予定なし
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モデル校での歯科保健に関する取組み内容

23 27

6



モデル校での歯科保健に関する取組み内容

23 27

前年度のニーズ調査（インタビュー等）の
結果を反映

前年度のニーズ調査（インタビュー等）の
結果を反映
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歯科保健に関する取組みの成果
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20.0%

グループ②

18.2% 18.2%

グループ③

歯科保健に関する取組みのうち、歯科保健指導（集団指導）を
行うだけでもデンタルフロスを使用する学生が増えた。
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13.0%

23.9%
30.4%
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14.3% 14.3%
19.0%

グループ③

初年度の歯科保健に関する取組みをきっかけにデンタルフロスを
使用するようになった学生の8割は、卒業後（進級後）まで
デンタルフロスを使用する習慣が続いていた。

POINT
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モ デ ル 校 一 覧
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モデル校№1　新潟国際情報大学

0％
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100％

グラフ① 新潟県内出身者の割合

96%

新潟国際情報大学
グループ①

58%

調査校全体

グラフ②

0％

20％

40％

100％

80％

60％

朝食を毎日食べる者の割合

83%

新潟国際情報大学
グループ①

56%

調査校全体
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モデル校№2　新潟県立看護大学
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80％

100％

グラフ①
実家から通学していない者の割合

81%

県立看護大学
グループ①

100%

県立看護大学
グループ②

57%

調査校全体

グラフ③
歯間部清掃用具を使用している者の割合

0％

20％

40％

60％

80％

100％

24%

県立看護大学
グループ①

50%

県立看護大学
グループ②

20%
調査校全体

グラフ②

0％

20％

40％

60％

100％

80％

朝食を毎日食べる者の割合

71%

県立看護大学
グループ①

61%

県立看護大学
グループ②

56%

調査校全体
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モデル校№3　クレアヘアモード専門学校

0％

20％

60％

40％

80％

100％

グラフ①
新潟県内出身者の割合

100%

クレアヘアモード
グループ①

95%

クレアヘアモード
グループ②

58%

調査校全体

グラフ②
よく噛んで食べることを意識している者の割合

0％

20％

40％

60％

80％

100％

38%

クレアヘアモード
グループ①

36%

クレアヘアモード
グループ②

21%
調査校全体
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定期的に歯科健診に行っている者の割合
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60％

17%

17%

1回目
17%

17%

2回目
グループ①

15%

25%

2回目
グループ②

33%

17%

3回目

定期的に行ってる 定期的ではないが行っている

5%
5%

1回目

歯間部清掃用具を使用している者の割合

0％

20％

40％

60％

17%

1回目

50% 50%

2回目
グループ①

35%

2回目
グループ②

3回目

15%

1回目
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モデル校№4　JAPANサッカーカレッジ

0％

20％

40％

60％

80％

100％

グラフ①
新潟県外出身者の割合

93%

サッカーカレッジ
グループ①

95%

サッカーカレッジ
グループ②

42%

調査校全体 0％

20％

40％

60％

100％

80％

グラフ②
運動習慣のある者（1日30分以上かつ週2回以上を1年以上）の割合

72%

サッカーカレッジ
グループ①

63%

サッカーカレッジ
グループ②

43%

調査校全体
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昼食後に歯みがきをする者の割合
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30%

1回目

45%
37%

2回目

グループ①

25%

2回目

グループ②
3回目

19%

1回目

歯間部清掃用具を使用している者の割合
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19%

1回目

23%

42%

2回目
グループ①

19%

2回目
グループ②

3回目

13%

1回目
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モデル校№5　国際こども福祉カレッジ
～　保育分野　～
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100％

グラフ①
女子学生の割合

86%

こども福祉（保育分野）
グループ①

81%

こども福祉（保育分野）
グループ②

39%

調査校全体
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昼食後に歯みがきをする者の割合

0％

20％

40％

60％

14%

1回目

29%

2回目

※グループ②データなし
グループ①

50%

3回目

歯間部清掃用具を使用している者の割合

0％

20％

40％

60％
43%

1回目

43%

2回目

※グループ②データなし
グループ①

57%

3回目
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モデル校№5　国際こども福祉カレッジ
～　福祉分野　～

グラフ①
25歳以上の者の割合

25～29歳 30歳以上

0％

10％

20％

40％

30％

20%

こども福祉（福祉分野）
グループ①

8%

23%

こども福祉（福祉分野）
グループ②

2%
2%

調査校全体
0％

20％

40％

60％

80％

グラフ②
歯周病と誤嚥性肺炎との関連性を理解している者の割合

100％

90%

こども福祉（福祉分野）
グループ①

100%

こども福祉（福祉分野）
グループ②

39%

調査校全体
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昼食後に歯みがきをする者の割合

0％

20％

60％

40％

80％

100％

50%

1回目

50%

2回目
グループ①

67%

2回目
グループ②

100%

3回目

33%

1回目
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学生の現状とニーズ

23



34％

66％

している していない

昼食後の歯みがき

17％

64％

3％
11％

4％

トイレの洗面台

トイレ以外の水場

食堂やラウンジ

教室

その他

歯をみがく場所
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16％

84％

使っている

使っていない

デンタルフロスの使用状況

デンタルフロスを選ぶ際の重点（複数回答可）

0％
20％
40％
60％
80％

色合い キャラクター
デザイン

フレーバー付き 価格 メーカー その他

8% 8%

69%

15%
0% 3%
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10％

19％

69％

2％
定期的に行っている
定期的ではないが
行っている
行っていない
分からない

定期的な歯科健診の受診

（医院HPをみた場合）重要視するもの（複数回答可）

0％
20％
40％
60％
80％
100％

歯科医院の雰囲気

67%

スタッフの雰囲気

44%

受付時間の長さ

33%

その他

22%

ネット予約可

0%

歯科医院を決めたきっかけ

0％
20％
40％
60％
80％
100％

ネット検索

52%

周りの人の
口コミ

24%

フリーペーパー
0%

その他

24%

（ネット検索の場合）みたサイトは（複数回答可）

0％
20％
40％
60％
80％
100％

歯科医院のHP
（見比べ）

60%

歯科医院の
口コミサイト

33%

歯科医院
検索サイト

27%

その他
0%
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歯科保健活動用　媒体紹介
＼歯科保健の取組みに使える！／
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お わ り に
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